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報道関係者各位 

 

特別展「ユニバーサル・ミュージアム 

―― さわる！“触”の大博覧会」 
2021 年 9 月 2 日(木)～11 月 30 日(火) 

 

 

 

 

 

国立民族学博物館(大阪府吹田市千里万博公園 10-1)では、特別展「ユニバーサル・ミュージアム――さわ

る！“触”の大博覧会」を、2021 年 9 月 2 日(木)から 11 月 30 日(火)まで開催します。 

 

 

さわって体感できるアート作品が大集合！「歴史にさわる」「風景にさわる」「音にさわる」などのテーマの下、さ

まざまな素材と手法を用いて、“触”の可能性を探る大博覧会。コロナ禍を経験した人類は、「さわらない・さわ

れない・さわらせない」日常が人間本来のコミュニケーション（触れ合い）を破壊することを知った。非接触社会

は、豊かな触感を持つ文化を育てることができない。展示場に足を運び、手を動かしてみよう。ユニバーサル・

ミュージアムは単なる障害者対応、弱者支援ではない。本特別展に集うすべての来館者の手から、接触と触発

の連鎖が広がる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症の予防のため、会期・イベント等を変更・中止する場合があります。 



 

 

展示の特徴（触りどころ） 

■ だれもが楽しめる博物館 

現在、ユニバーサル・ミュージアムは単なる障害者対応、弱者支援という枠を超えて、国際的に注目されて

います。本展は、各地の博物館・美術館の最新動向をふまえ、ユニバーサル・ミュージアムの具体像を広く国

内外に発信することを狙いとしており、博物館における「合理的配慮」の実践事例、あるいは障害当事者発の

「ソーシャル・インクルージョン」（社会的包摂）の試みとしても注目されます。 

 

■ 触の可能性を探る 

本展では、会場内のすべての展示品を実際に触ることができます。「風景にさわる」「歴史にさわる」「音にさ

わる」などのテーマの下、さまざまな素材と手法を用いて触の可能性を探ります。来館者が触覚（視覚以外の

感覚）に集中できるように、セクション１～５では、安全性を確保した上で、あえて会場内を暗くしています。「視

覚を使えない不自由」ではなく、「視覚を使わない解放感」を体験していただくのが狙いです。感覚の多様性へ

の気づきは、人間の多様性を尊重する「共活＝ともに活かす」社会の築きにつながるでしょう。 

 

■さわるとわかる わかるとかわる！ 

コロナ禍を経験した人類は、「さわらない・さわれない・さわらせない」日常が人間本来のコミュニケーション

（触れ合い）を分断・破壊することを知りました。非接触社会は、豊かな触感（やわらかさ、あたたかさ）を持つ文

化を生み育てることができません。 

文化とは、人間が創り、使い、伝えてきた事物の総体です。「創・使・伝」は人間の手を媒介として、過去から

未来へ継承されます。まずは、本展で展示される多様な資料・作品に手を伸ばしてみましょう。物との対話は、

者との対話につながり、接触と触発の連鎖が広がっていきます。 
本展を訪れるすべての来館者の「手」から、新たな「創・使・伝」の歴史が始まります。各人各様の「手」が、視

覚優位・視覚偏重の従来の展示のあり方を問い直し、ユニバーサル（普遍的）な博物館を築く出発点となるでし

ょう。 

 

資料点数 約280点 

 

展示構成 

導    入 「試触コーナー ―― なぜさわるのか、どうさわるのか」 

セクション1 「彫刻を超克する」 

セクション2 「風景にさわる」 

セクション3 「アートで対話を拓く」 

セクション4 「歴史にさわる」 

セクション5 「音にさわる」  



 

セクション6 「見てわかること、さわってわかること」 

 

 

 

 

【新型コロナウイルス感染症に関するみんぱくの主な取り組みのご紹介】 

※事前のオンライン予約でのご来館を推奨しています。 

※本館では安心してご来館いただくための取り組みをおこなっています。 

・スタッフは、マスクを必ず着用します。 

・館内各所に手指用のアルコール消毒液を設置しています。 

・館内の換気の強化をおこなっています。 

 

その他の取り組み等はこちら 

https://www.minpaku.ac.jp/aboutus/covid_19_torikumi/kanran 

 

関連イベント 

※各イベントの申込み方法や詳細につきましては、みんぱくホームページをご確認ください。 

※10 月以降のイベントにつきましては、後日別のプレスリリースでご案内させていただきます。 

「研究公演」及び「友の会講演会」の開催も予定しております。 

 

 

みんぱく映画会 

 

「世界の感触を取り戻せ！――目の見えない者は、目に見えない物を知っている」 

会 場 国立民族学博物館 講堂   

 

 

  

日 時 9 月 23 日 (木・祝) 13:00～16:20 （12:30 開場) 

上映作品 「瞽女 GOZE」 

演 奏 萱森直子（瞽女唄演奏者） 

解 説 斎藤弘美（「瞽女ミュージアム高田」顧問） 

司 会 広瀬浩二郎（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 160 名 

参加方法 要事前申込／先着順／参加無料（要展示観覧券） 

内 容 「最後の瞽女」と称される小林ハルの生涯を描いた作品

を通じて、盲目の女性旅芸人の実像に迫ります。瞽女唄

のライブ演奏も聴けるスペシャル企画です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真キャプション 

 

ニューホライズン（高見直宏） 

 

 

映画会チラシイメージ 



 

 

 

 

 

 

 

みんぱくゼミナール 

 

「健常者とは誰か――琵琶なし芳一の話」 

会 場 国立民族学博物館 講堂 

※オンライン（ライブ配信）でもご参加いただけます。 

 
 

 

 

日 時 9 月 18 日(土) 13:30～15:00 (13:00 開場) 

講 師 広瀬浩二郎（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 160 名（会場参加）、300 名（オンライン参加） 

参加方法 要事前申込／先着順／参加無料 

内 容 ユニバーサル・ミュージアムとは「誰もが楽しめる博物館」

を意味します。では、「誰も」とは何を指すのでしょうか。今

回は怪談「耳なし芳一」を素材として、「ユニバーサル」の

真意を考えます。 

 

 

ワークショップ 

 

「Love Stone Project-UM （ごつごつ編）」 

会 場 国立民族学博物館 前庭 （雨天中止、少雨決行）  

 
 

 

日 時 9 月 11 日(土) 10:30～15:00 (14：50 受付終了) 

講 師 冨長敦也（彫刻家） 

広瀬浩二郎（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 新型コロナウイルス感染症対策のため、一度に参加でき

る人数を制限して実施します。参加ご希望の方が多数お

集りの際はお待ちいただく場合がございますので、参加を

ご希望される方はお時間に余裕をもってお越しください。 

対    象 全年齢対象（小学 2 年生以下は保護者同伴） 

参加方法 事前申込不要／参加無料 

内 容 みんぱく本館前の広場に展示されるハート型の石を磨い

て、みんなで作品を完成させます。 特別展期間中、作品

は本館前の広場に展示されます。 

 

「こころのかたち、きもちのかたまり」 

会 場 特別展示館地下休憩所  

 

 

 

日 時 9 月 19 日(日) 13:00～16:00  

講 師 高見直宏(彫刻家) 

広瀬浩二郎（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 10 名 

対    象 小学 3 年生以上  

参加方法 要事前申込／先着順／参加無料（大学生・一般の参加

者は要展示観覧券） 

Love Stone Project ーOpen 

Sesame!  

世沙弥（大阪市）のようす 

（2014年） 

 

ユニバーサルな歴史体感ツアー 

（奈良県明日香村にて、2019年 10月） 

 



 

【申込期間】9 月 2 日(木) 10:00 受付開始 

内 容 「心」や「気持ち」はどんな形をしているのかな？ 

粘土のかたまりを掘って「心」や「気持ち」の型を作り、石

膏を流し込んで立体作品をつくります。完成した作品は、

本館エントランスホールで展示します（希望者のみ）。 

   

 

みんぱくウィークエンド・サロン――研究者と話そう 

研究者が展示や研究についてお話しします。 

 

「視覚で味わう、触覚で感じる――特別展図録の見方、さわり方」 

会   場 国立民族学博物館 第 5 セミナー室（本館２階）  

日   時 9 月 5 日(日) 14:30～15:15 （14:00 開場） 

講   師 桑田知明（デザイナー） 

原 宏一（小さ子社代表） 

広瀬浩二郎（国立民族学博物館 准教授） 

定    員 40 名(先着順) 

参加方法 申込不要／先着順／要展示観覧券 

内    容 通常、展覧会の図録は見る・見せるために作られま

す。一方、特別展「ユニバーサル・ミュージアム」の目

的は、“触”の多様な可能性を追求することです。今

回、「さわる展示」の図録として、「見るだけで、さわって

いる感覚が味わえる」工夫をしました。そんなユニーク

な特別展図録の魅力を紹介します。 

 

「多様な来館者が楽しめる展示キットを目指して」 

会   場 国立民族学博物館 第 5 セミナー室（本館２階） 

 

日   時 9 月 12 日(日) 14:30～15:15 （14:00 開場） 

講   師 日髙真吾（国立民族学博物館 教授） 

定    員 42 名(先着順) 

参加方法 申込不要／先着順／要展示観覧券 

内    容 現在、みんぱくでは視覚障害者、聴覚障害者、健常者

が展示資料の情報を同等に得られることを目指した展

示キット「Dr.みんぱこ」の開発を進めています。触るこ

とから展示解説映像がはじまる「Dr.みんぱこ」の可能

性について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

※会期中の毎週金曜にタッチツアー「あの手この手で特別展を楽しむ」（広瀬浩二郎（国立民族学博物館 准教

授）を開催します。 

 

※以下の日に出展者によるギャラリートークを実施します。 

高見直宏氏、過去の 
ワークショップのようす 

特別展「ユニバーサル・ミュージアム」 

図録の表紙カバー
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「Dr.みんぱこ」 



 

9 月 4 日（土）戸坂明日香、9 月 20 日（月・祝）北川太郎、9 月 25 日（土）真下弥生、9 月 26 日（日）前川紘士 

 

 

 

 

 

開催概要 

展覧会名 特別展「ユニバーサル・ミュージアム―― さわる！“触”の大博覧会」 

会   場 国立民族学博物館 特別展示館 

会   期 2021 年 9 月 2 日(木) 〜11 月 30 日(火) 

※期間中一部展示替えを行います。 

開館時間 10:00～17:00 (入館は 16:30 まで) 

休 館 日 水曜日（ただし、11 月 3 日は開館、翌 4 日は休館） 

観 覧 料 一般 880 円 (600 円) 大学生 450 円 (250 円) 高校生以下無料 

※本館展示もご覧いただけます。 

＊( )内は、20 名以上の団体、大学等(短大・大学・大学院・専修学校の専門課程)の授業でご利用の方、3 ヵ月以内の 

リピーター、満 65 歳以上の方の割引料金（要証明書等）。 

＊障害者手帳をお持ちの方は、付添者 1 名とともに、無料で観覧できます。 

主   催 国立民族学博物館 

協   力 公益財団法人千里文化財団、総合地球環境学研究所 

後   援 朝日新聞社、NHK 大阪放送局、京都新聞社、産経新聞社、日本経済新聞社、毎日新聞社、

読売新聞社 

協 賛 一般社団法人檸檬新報舎、大塚オーミ陶業株式会社、株式会社ゼネラルアサヒ、錦城護謨

株式会社、高野山真言宗社会人権局、真言宗西光院 

助 成 公益財団法人朝日新聞文化財団、社会福祉法人産経新聞厚生文化事業団 

 

 

実行委員長 広瀬浩二郎(国立民族学博物館 准教授) 

 

自称「座頭市流フィールドワーカー」、または「琵琶 

を持たない琵琶法師」。1967年、東京都生まれ。13 

歳の時、失明。筑波大学附属盲学校から京都大学に 

進学。2000年、同大学院にて文学博士号取得。専門 

は日本宗教史、触文化論。「ユニバーサル・ミュージ 

アム」（誰もが楽しめる博物館）の実践的研究に取り 

組み、“触”をテーマとする各種イベントを全国で企 

画・実施している。最新刊の『それでも僕たちは「濃 

厚接触」を続ける！』（小さ子社）など、著書多数。 



 

 

実行委員 

      

   

       

 

      

       

        

       

      

 

 

 

[⅔ ™ ╦∑] IRה     

:06- 6878- 8560( )    Fax:06- 6875- 0401   Mail:koho@minpaku.ac.jp  

ⱪ꜠☻ ↑►▼Ⱪ◘▬♩ www.minpaku.ac.jp/press  


